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第 一 表 穫 級 別、樹 種 別 平 均 本 数 (ha當)(林 型調査区)
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第 三 表
'

樫 級 別、樹 種 別、平 均 胸 高 断 面 積(m2) (ha嘗)(林 型調査区)



第 四 表 蓄 積 、本 数 に よ る 樹 種混淆 本 数% (林型調査区)



第 五 表 林 型 別、本 数 材 積 の 直 径 配 分 (ha當)(林 型調査匠)



第 六 表 径 級 別、樹 種 別 、本 数 (ha當)(林 型 調査匠)

箪 暦(一 齊林型)

G仕齢林型)

褄 層 ← ・齊 型)



(硝 一齊型)

(掃 伐 型)'



第 七 表 径級 別、樹 種 別 材 積(m3) (ha當)(林 型調査颪)

軍暦(一 齊林 型)

(壮齢林型)

複暦(一 齊林型)



(鞘 一齊型)

(擇伐 型)



第 八 表 径級別 ・樹 種 別 ・胸 高断 面 積(ml)ー (ha嘗)(林 型調査塵)

軍暦(一 齊林型)

(批齢林型)

複暦(一 齊 型)



(精 一齊型)

(撮 伐 型)



第 九 表 壮齢原 生 林 樹 種 別 本 数、材 積(m3) (ha當)(壮齢 調査盧)



第 十 表 壮齢原 生 林 樹 種 別 、径 級 別、本 数 材 積 (ha當)(批 齢調査 区)



第 十一 表の一 老齢林に於ける前生樹(樹 高3m以 下)の 樹高と平均年齢 (年齢調査区)

第十一表の二 老 齢 林 に 於 け る 副 木 の 樹 高 と 平 均 年 齢 (年齢調査1薩B)



第十一表の三 老 齢 林 に 於 け る 副 木 の 樹 高 と 平 塚 年 齢 (年 齢調査幅C)

第 十 二 表 老 齢 林 に 於 け る 平 均 伐 探 高 (年 齢調査区)



第 十 三 表 老 齢 林 に 於 け る 年 齢 別 本 数 (年 齢 調査 瞳B)面 積O.314ha83林 班 い小 班



第 十 四 表 老 齢 林 に 於 け る 年 齢 別 本 数 (年 齢調査区C)面 積0.432ha83林 班 い小班



第 十 五 表 主 林 木(直径14cm以 上)年 齢 別 本 数% (年齢調査区〉



第 十 六 表 副木(樹 高5m以 上、直径14cm以 下)年 齢別本数% (年齢調査瞳)



第 十 七 表 前 生 樹(樹 高3L5m)年 齢 別 本 数% (年齢調査魑)



第 十 八 表 前 生 樹(樹 高3m以 下)年 齢 別 本 数% (年齢調査歴)



第・十 九 表 老齢林に於ける林木の被壓年数による本数% (年 齢調査匹)



第 二 十 表 老齢林に於ける疎開後年数 による本数%、 被屡年 、平均年齢 (年 齢調査区B)



第二十 一表 老齢林 に於 ける疎開後年数 による本数%、被圧 年 、平均年齢 (年 齢調査 区C)



第二十二表 老齢林木の前生樹時代被壓年数による本数 (生長調査歴)

備 考,15本 は被 巫年顯著 ならず



第二十三表 壮齢林木の前生樹時代被壓年数による本数 (生 畏調査区)



第二十四表 被 腿 疎 ・開 後 の 年 数 (生 長調査匪)



第二十五表 壮齢林 に 於 け る被壓 年 及 疎 開 年 数 (生 長調査囁)

第二十六表 老 齢 林 に於 け る被壓 年 及疎 開年 数 (生 長調査匪)



第二十七表 老 齢 林 直 径 別 年 齢 (生 長調査区)



第二十八表 壮齢林 直 径 別 年 齢 (生 長調査区)



第二十九表 定直径 階(36～40cm)主 林木 年齢



第 三 十 表 老齢林 に於ける年齢別、直径 、樹 高、材積 、被1睡年 (年齢調査頂重B)

(31頁 に績 く)



年齢



第三十一表 老齢林 に於ける年齢別、直径 、樹高、材積、被壓 年 (年齢調査匹C)



年齢



第三十二表 ・ 老 齢 林 の 直 穫 別 、年 齢、材 積



計8957・146



第三十三表 老 齢 林 の 直 径 別、年 齢 、材 積



%74.725.3100.0



第三十四表 老齢林に於ける樹高別本数%、直径 、材積 、平均年齢 (年 齢調査癌B)



第三十五表 老齢林に於ける樹高別本数%、 直径、林積、平均年齢 `年 齢 調 杏 魑 σ).



第三十六表 一 老齢林に於ける単木材積に よる本数 ・樹高・直径・年齢 (年齢調査画B)



第三十七表 老齢林 に於ける単木材 積による本数、樹高、直径 、年齢 (年 齢調査]区C)



第三十八表 同一 倒 木 上 に生 立 す る 前生 樹 年 齢 別本 数 (年 齢調査遜B)



第三十九表 同 一 倒木 上 に生 立 す る前 生 樹 年 齢 別 本 数 (年 齢調査 旺C)



第 四 十 表 老 齢 林 に 於 け る林木区 分 の生 立 本 数 (各10m2区 の生 立駅 況)(年 齢調査区B)



ha當



第四十一表 老 齢 林 に於 け る林 木 区 分 の 生 立 本 数 (各10m2匪 の生立状況)(年 齢調査匪C)



ha嘗



第四十二表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況 (年齢調査圃)



第四十三表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況(主 林木) (年 齢調査旺)



第四十四表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況(副 木) (年齢調査旺B)



第四十五表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況(副 木) (年齢調査旺C)



第四十六表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況(前 生樹) (年 齢調査区B)

小 型 前 生 樹(0.1～3.Om)樹 冠測 定 はB,C区 共,標 準 木 に よ りた り



第四十七表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 状 況(前 生樹) (年 齢調査区C)

第四十八表 老 齢 林 に 於 け る 樹 冠 投 影 面 積% (年 齢調査旺)



第四十九表 老齢林樹高別本数%

(年 齢調査匠B)

第 五 十 表 老齢林樹高別本数%

(年 齢調査区C)



第五十一表 老 齢 林 樹 高 配 分 (面 積0.25ha)(生 長 調 査 医)



第五十二表 壮齢林 樹 高 配 分 (面 積0.25ha)(生 長 調 査匪)



第五十三表 老齢林樹幹級別材積平均生 長(m2) (生 長調査旺A)26林 班

備考 、調 査 歴 面 積O.25ha本 敷199本 の 中 の画 分 に ょ り計 算 せ り

第五十四表 老齢林に於ける樹高生長型別本数% (生畏調査旺)

第五十五表 老齢林に於ける直径生長型別本数% (生 長調査囁)



第五十六表 老 齢 林 に 於 け る直径 生 長 型 に よ る 本 数% (年齢調査区)



第五十七表 老齢林に於ける樹高生長型と直径生長型別本数% (生 長調査囁)

第五十八表 壮齢林に於ける樹高生長型と直径生長型別本数% (生 長調査区)

備 考、批 齢林 にてに樹 高生長型 は殆 どa型 に属 す るものなれば其程度 によ り細分せ り



第五十九表 老齢林に於ける材積生長型と直径生長型別本数% (生 長調査圃)

第 六 十 表 老齢林に於ける材積生長型と樹高生長型別本数% (生長調査区)



第六十一表 老齢林に於ける樹高生長 と材積生長の急激増加年次本数 (生 長調査塵)

第六十二表 壮齢林に於ける樹高生長と材積生長の急激増加年次本数 (生長 調査区)



第六十三表 老 齢 林 に 於 け る 樹 高 生 長 型 に よ る 生 長 状 況 (生長調査匪)

第六十四表 老 齢 林 に 於 け る'材 積 生 長 型 に よ る 生 長 状 況 (生 長調査区)



第六十五表 壮齢林 に 於 け る樹 高生 長 型 に よる生 長 状 況 (生長調査区)

第六十六表 壮齢林 に 於 け る材積 生 長 型 に よる生 長 状 況 (生長調査区)



第六十七表 老齢林に於ける直径生長型に よる樹高、材積 、年齢 (年齢調査区)



第六十八表 老 齢 林 に 於 け る直径 生 長 (年齢調査区B)

第六十九表 老 齢 林 に 於 け る直径 生 長 (年齢調査区C)



第 七 十 表 前 生 樹 時 代 の 大 さ と 疎 開 後 の 材 積 平 均 生 長(m3) (生 長調査遜)



第七十一表 前 生 樹 時 代 の被壓 年 数 と疎 開 後 の 材 積 平 均生 長 (生 長調査旺)



第七十二表 ,老 齢 林 樹 高 生 長 ζ生長調査区)

第七十三表 壮齢林 に 於 け る被壓 時、疎 開 後 の 樹 高 生 長 (生 長調査区)



第七十四表 壮齢林樹種別、直径階別材積生長傘(%) (生 長調査画)



第七十五表

老齢林樹種別直径階別材積生長率(%)

(生長調査区)

第七十六表

上木疎開後の材積平均生長量(m3)



第七十七表 直径階 別 材 積 平 均 生 長(m3)・ (生 長調査旺)



第七十八表 樹 高 連 年 生 長 量(cm) (生 長調査匪)



第七十九表 老 齢 林 に 於 け る直径 生 長(平 均年輪幅cm) (年 齢調査匠)



第 八 十 表 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 樹 皮 ・傘 (生 畏調査医)



第八十一表 直径階 別 平 均 材 積 、胸 高 形 数 (生畏調査区)



第八十二表 老 齢 林 に 於 け る絶対 、胸 高 形 数 (年 齢調査区B)
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第八十三表 老 齢 林 に 於 け る絶対 、胸 高 形 数 (年 齢調査魎C)
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第八十四表 原 生 林 木 の 實材 積 と材 積 表材 積 との封 比

備考 、材積表材積は樺太聡調製 エゾマツ、 トドマツ材積表 を用 ひた り



第八十五表 老齢林同一樹高林木より造材せらる＼平均丸太数並直径差 (年 齢調査匠B)

備 考 、 エ ゾマ ツ86本 、丸 太 数446本

ト ドマ ツ45本 、"164本
より算 出



第八十六表 老齢林同一樹高林木より造材せらる平均九太数並直径差 (年齢調査匪C)

備 考 、 エ ゾマ ツ97本 丸 太 数

トドマ ツ39本"



第八十七表 老齢林同一直径林木 より造材せらる ＼平均九太数並直径差 (年齢調査区B)

エ ゾマ ツ86本 、丸 太 数446本

ト ドマ ツ45本 、",164本



第八十八表 老齢林同一直径林木より造材せらる＼平均九太数並直径差 (年 齢調査区C)



第八十九表 前 生 樹 生 長 量(原 生林内)

(裏面 にっつ く)



平均



第 九 十 表 前 生 樹 生 長 量(伐 採跡地1)



第九 十一表 前 生 樹 生 長 量(伐 採跡地2)



第九十二表 前 生 樹 生.長 量

第九十三表 前 生 樹 頂 芽 平 均 伸 長 量(cm)



第九十四表 前 生 樹 頂 芽 伸 長 量(cm)(原 生林 内)



第九十五表 前 生 樹 頂 芽 伸 長 量(cm)(伐 探跡地)

第九十六表 前 生 樹 頂 芽 伸 長 量(cm)(伐 探跡地)



第九十七表 上木伐探後に於ける前生樹の旺盛なる頂芽伸長開始年度別本数

`第九十八表
前生樹頂芽伸長量(cm)(区 域周邊開溝の もの)



第九十九表(一) 定直径 階(36～40cm)主 林木 の樹高 、直径生長型区分本数

第九十九表(二) 定 直径階(36～40cm)主 林木 樹 高'



第 百 表(一) 定直径 階(36～40cm)主 林木材積生長

第 百 表(二) 定 直 径 階(36-・-40cm)主 林 木 樹 高 生 長



第 百 一 表 老 齢 林 平 均 材 積 生 長 量(h・ 當)(年 齢調査画B)



第 百 二 表 老 齢 林 平 均 材 積 生 長 量 (ha當)(年 齢調査涯C)



第 百 三 表 ,老 齢 林 材 積 生 長

()印 は樹 皮共側定の もの



第 百 四 表 壮齢林 材 積 生 長



第 百 五 表
■

枯立木本数、材積の生立木総数に樹する%



第 百 六 表 枯 立 木 径 級 別 本 数、材 積

第 百 七 表 枯 立 木 本 数、材 積



第 百 八 表 枯 立 木 直 階 別 本 数



第 百 九 表 枯 立 木 直 径 階 別 材 積



'第 百 十 表 '老 齢原生林 に於ける枯損木%
、

同 上



第百十一表(一) 不 良 木 本 数、 材 積

第百十一表(二) 老 齢 林 に 於 け る 不 良 木 、本 数 、材 積



第百十二表 現 況 よ り 推 定 せ る 既 往 林 況

第百十三表 山火後に発生せる澗葉樹及針葉樹稚苗本数

備考 、昭和9年 由火跡地 に於 け る調査 匪の昭和14年9月 調査



第百十四表 山 火 後発生 の 針 葉 樹 樹 高 別本 数

第百十五表 山火 後発 生 の 針 葉 樹 稚 苗 樹 齢



第百十六表 山 火 後発生 の 針 葉 樹 稚 苗発 生 箇 所加 本 数



第百十七表 林 型 別 前 生 樹 生 立 、本 数

備考 、,林型調査旺 に於 け る調査 な り



第百十八表 前 生 樹(樹 高3m以 下)樹 高 別 本 数%

第百十九表 皆 伐 後 枯 損 せ る 老 齢 林 の 副 木 並 稚 樹 本 数



算百二十表
腐朽木質に育成の稚苗 (3年 生)

第百こ十一表

土 壌 育 成 の 稚 苗 (3年 生)

備考 ・1)各 区共 に9年5月 播種 、昭和12年5月 掘取の もの。

2)土 壌 は林 内土壌 を用 ひ、 腐朽木は細片 とし共 に木箱 を

用ひた り。

3)苗 圃全光線下育 成。



第百二十二表 原生林内に発生の更新稚苗数(樹 高別)



・第百二十三表 原生林内に発生の更新稚苗数(年 齢別)



第百二十四表 伐 採 跡 地 に発生 の 更新 稚 苗 数(樹 高別)



第百二十五表 伐 探 跡 地に発生 の 更新 稚 苗(年 齢別)



第百二十六表 壮齢原 生 林 に発生 せ る 稚 苗 の 消 長



第百二十七表(一) 土 壊 及 腐 朽 木 質 の 育 成 稚 苗

1)昭 和14年7月 播種 、昭和16年6月 末 調

2)土 壌は林 内土壌 、腐朽質は腐朽木 を細片 とせ るもの

木 箱内に育 成

3)露 地 は苗 圃全光線下

樹陰 は澗葉樹 々陰下 、約半 日日陰

原生林 内はエ ゾマツ、 トドマツ林内

4)各 木 箱300粒 宛播 種せ るもの



第百二十七表(二) 庇陰格子枠内育成苗(播 種発生苗)大 さ(樹 高)別 本数並%

1,000K*立描添重に劃 す る

発芽生 立 敷

1,000粒 播 種 に調 す る

発芽生 立 敷



第百二十七表(三) 育 成 苗 の 凍 上 枯 損 量

第百二十八表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査



第百二十九表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査
74林 班 、昭 和13年 調

備考 、樹高測定外 の もの5本 あ り



第百三十表 老齢 原 生 林 に於 け る標 準 木 の結 實 調 査 (74林 班)

第百三十一表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査 (推 定種子量)74林 班



第百三十二表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査 (標準毬果 と種子粒敷)74林 勇圧
ノ

備考 、。毬果 の大 さ(長 さ)重 量は採集後直 に測 定せ るもの

第百三十三表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査 (人工処理 脆 出種子量)



第百三十四表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査 (年度別結實)10}林 班

第百三十五 表. 老齢原生林に於ける結實調査 (蓮年結實 關係)101林 斑



第百三十六表 ・老齢原生林 に於ける結實調査
(連年不結實)101林 班



第百三十七表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査(原 生林結實) (落 下種子 調査旺)101林 班

昭和13年g月 調



第百三十八表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査(原 生林結實) (落下種子調査区)101林 班

昭和15年9月 調



第百三十九表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 結 實 調 査(原 隼林結實) (落 下種子調査歴)101林 班

昭和16年9月 調査

備考 、16年 度調査が15度 と其本敷 に差異 を生 ぜ るは枯損木(蟲 害木)を 生 ぜ るものな り



節 百四十表(一) 老齢原生林に於げる結實調査(伐 採跡地の結實) 39林 斑 昭和15年9月 調



第百四十表(二) 老齢原生林に於ける結實調査(伐 探跡地の結實) 39林 班 昭和16年10月 調査
嚇



第百四十一表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 落 下 種 子 量

期 日は9月1日より5日 毎 、

区分 による

101林 班

15×200m謂0.3ha

区域 内に於 け る2×2m枠

20ケ 所の落下種子 量 を示す

毎 口の粒敷は午後4時 よ り、

翌 日午後4時 迄 の落下量 よ

り算 出

昭 和14年 度 は結實皆無 にて

落下種子 な し



、 第百四十二表 老齢原生林に於ける落下種子(箇 所別)

期 日`5日 間)内 の平均 落下

個 所数 、落下量 を示す

落 下個 所は20区 中の落 下個所

割合



第百四十三表 老齢原生林に於ける落下種子量(箇 所別)



第百四十四表 老 齢 原 生 林 に於 け る種 子 落 下 期 間 風 方 位

備 考 、風 力区 分 は ボ ー ホ ー ト風 級 に よ る



第百四十五表 老齢原生林に於ける種子落下期間天氣日数



第百四十六表 老齢原生林に於ける落下種子重量

第百四十七表 老 齢 原 生 林 に於 け る 虫 害 枯 損 増 加 状 況



第百四十八表 老 齢 原 生 林 に於 け る 虫害 木 集 團 分 布 状況



第百四十九表 老齢原生林に於ける良木皆伐区域ha當 り伐探材積別面積

同 上 ha當り 伐探本数別面積



第百五十表 老齢原生林に於ける良木(直 径20cm以 上)皆 伐後の残存木 (裡 級別)

備 考 、⑭38林 班 、面 積7・95haよ り算 出ha當 り (D31林1班 、面 積990haよ り算 出ha當 り



第百五十一表 老齢原生林林に於ける良木(直 径20cm以 上)皆 伐後の残存木(直 径20cm以 上の もの)

備 考 、⑭38林 班 面 積7・95虹aよ り算 出ha當 り

直径20cm以 上

昭 和3年 伐探

㊥31林 班 面積9.90haよ り算 出ha當 り

直径20cm以 上

昭 和6年 伐 操



第百五十二表 老齢原生林に於ける良木'(直irag20cm以 上)皆 伐後の残存木(直径20cm以 下の もの)

備 考 、⑭ β8林 班 面積7.95haよ り算 出ha當 り

直径20cm以 下

昭和3年 伐採N

㊥31林 班 面 積9.90haよ り算 出ha當 り

直径20cm以 下

昭 和6年 伐 探

第百五十三表 老 齢 原・生 林 に 於 け る擇伐 後 の 枯 損 消 失 量 (昭 和13.14.15年3ケ 年 間)



第百葦十四表 老 齢 原 生 林 の 伐 探 、實 行 案(1) (82林 班)標 準地 調査



同 上(2)

同 上(3)

材 積 は単位M:1

生 長 量 は疎 開後 の生 長 量 に よ り残 存

本敷 よ り算 定 せ り(第76表)

30年 後 、40年 後 の材 積 はa,b,c,d林 型

3.5%e林 型 を1.0%と して 箕 定 せ り



第百五十五表 老 齢 原 生 林 に 於 け る 伐 探 實 行 案 (82林 型)(別 面)


